
福井県大野市六呂師（ろくろし）地区の各地域とその周辺の自然豊かな環境のもと、異年齢集団の中で、相互理解、交流を図り、自主性、協調性、主体性などの育成
を基本としながら、他人との付き合い方、自分との付き合い方を考え実践し、将来必要な生きていくための能力「自立心」や「生きる力※」を野外活動と集団生活で
養い合い、将来的な人間形成の土壌をつくることを目的とします。また、自然のモノを利用し、創り、遊び、学ぶことにより、自然環境の理解、意識向上を促し、自
然環境の大切さを認識することを目的とします。

事業目的

年長さん、小学１年生～中学３年生 ※コースによっては、学年制限があります。また、対象学年であっても参加できない（または困難な）場合もあります。

　※本キャンプ・合宿の目的や主旨に反する場合、下記の条件を守れない場合、参加者ががんばろうとしないなど（詳しくは本募集要項･参加契約書をご覧ください。）

①自立・自律の心を持って自分で参加の決意をし、「キャンプ・合宿の五ヶ条ルール」及び「生活の基本心得」（別紙参照）を守れし者
②不便なキャンプ・合宿にも対応でき、快適でない環境でもがんばれ、新しい仲間を自らつくれし者
③メールで主催者と連絡ができる方（緊急時は、電話にて）
④募集要項･参加契約書など募集資料記載事項すべてに理解・賛同・承諾できる保護者の方

　（申込書を当校に送信･送付した時点で募集要項･参加契約書など募集資料記載事項すべてに理解・賛同・承諾したものとみなします。）

参加対象

福井県大野市六呂師地区および市内外　[宿泊場所]　福井県立奥越高原青少年自然の家（施設泊）活動場所

参加条件

※生きる力とは 自分で課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解決する能力、自らを律しつつ、他人と
協調し、他人を思いやる心や感動する心など豊かな人間性とたくましく生きるための健康や体力　～中央教育審議会答申より～

「生きる力」とは「生きる（存在する）」ことを意味しているのではなく「生きぬく」力を意味しています。
　机上や紙面の知識でなく、仮想空間の言動ではなく、生きていくための「知恵」と「行動」を養う必要があります。長年の人間社会や文化が築いて
きた知識や経験を基礎にしながら、社会生活で実際に生かされるものでなければなりません。自分で課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判
断し、行動し、よりよく問題を解決する能力、自らを律しつつ、他人と協調し、他人を思いやる心や感動する心など豊かな人間性とたくましく生きる
ための健康や体力を養うこと、つまり「生きる力」を育むことが、変化の激しい、先行き不透明な、厳しいこれからの社会や時代には特に必要です。

これまでも、これからも実社会は、変化の激しい、先行き不透明な、厳しい社会と考えられます。

１．本募集要項・参加契約書記載事項を厳守できない方

２．当校から開示、提供されているすべての資料やホームページなどで本事業の主旨と目的をご理解いただけない方および付帯事項を厳守できない方

３．本事業は参加者を遊びや体験で楽しませることが目的ではなく、経験し学ぶことが楽しいと思える人づくりが目的です。それをご理解いただけない方

４．社会規範、モラル、常識がない方

５．ルールや約束を厳守できない方

６．互いを尊重し、努力や少しの我慢もできない方

７．暴力団・反社会的勢力の一員または疑いのある者、あるいは公共や団体の秩序をみだす自己中心的な考えの方

８．参加するお子さんに本事業の主旨や目的、ルールや約束ごとを説明されない方

９．参加するお子さん自身が不便なキャンプであること、チームに協力すること、新しい仲間をつくること、ルールを守ること、などを理解できない方

「お客なので何言っても、何やってもいい主義」の方は基本的に参加をお断りしています。

私たちは、保護者様・参加者の皆さんとの協働作業または、信頼関係で本当の「良いキャンプ・合宿」

本当の「協働生活学習」にしたいと考えていますので、

他人に迷惑をかけたり、当校に迷惑や不快感を与える方は、参加をご遠慮ください。
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参加をご検討の皆さまへ（最初に主催者の考え方をご理解ください。）

以下の方は参加をご遠慮ください。

　今年も「まるかじり夏キャンプ」を開催致します。私たちの思いを共有し、参加頂けたら幸いです。
当校のキャンプ・合宿は、楽しい！おもしろい！だけではありません。
むしろ、いろいろなことを学んでほしい。知ってほしい。感じてほしい。という思いの方が強いのです。
子どもたちは、どうしたら強く、たくましくなってくれるだろうか。
人の気持ちを理解し、やさしさ、思いやりをもってくれるだろうかと考えていますので、お客感覚の旅行や
リゾート気分で参加したり、他人まかせだと嫌だな～と思ってしまうキャンプ・合宿でもあります。

おうちの人と離れて、見知らぬ場所で見知らぬ人と生活するので自分のことは自分でしないといけません。
勇気とチャレンジの心を持っていないとおもしろくないし、友達もできないかもしれません。
キャンプ・合宿なので、おうちや日常生活では当たり前のことが当たり前ではなく不便だし、
集団行動なので"わがまま"や個人主義は通用しません。

　私たちも一生懸命がんばりますが、君たち自身が見知らぬ他の参加者や私たち大人と仲間として交流する勇気を
持つこと、その仲間と協働すること、自立・自律することなど課題をクリアしようという気持ちがないと孤立してしまいます。
　その課題を乗り越えたとき、このキャンプ・合宿は君たちにとって本当の意味で最高におもしろいものになるでしょう。
そのハードルを越えたとき、君たちは大きく成長できるでしょう。私たちは、そのハードルを越えるサポートがしたいのです。
その仲間になっていっしょに成長していきたいのです。自信がない子でもハードルは必ず越えられます。
一回でだめなら二回、三回…と続けていくことで必ず越えられます。少しずつチャレンジしていきましょう。
　今回はどんな仲間ができるか今から楽しみです。みなさんと会えることを心から楽しみにしています。

田中正利
日本アルクス自然学校　校長

ルールを守り、楽しいキャンプにしましょう！
私たちも精一杯がんばります！


